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内容の要旨及び審査の結果の要旨
プロポフォールは，作用発現が速やかで代謝が速い静脈麻酔薬として，全身麻酔の導入や維持に使
用されている．しかし，帝王切開術の麻酔に用いた場合，新生児の啼泣開始が遅延したり１１平吸回数が
少ないという報告がしばしば見受けられる．本研究ではヒトの妊娠３７週に相当する妊娠２９日目
のウサギに１５ｍｇ/kg/時間の速度でプロポフオールを持続静注し，帝王切開術における薬物動態
および薬力学を検討した．プロポフオールの投与時間によって母体を１０分間投与群（､=8)，３０
分間投与群（n=8)，６０分間投与群（n=8)，およびプロポフオールを投与しない群（n=8）の４群
に分けた．プロポフォールの持続投与終了後，直ちに帝王切開で|司腹の２羽を取り出し，１羽を血中
および脳内プロポフォール濃度の測定に供し，他の１羽を保渦された酸素テント内に収容して心電図
とⅡ乎吸状態の観察に供した．また，母体については帝王切開術終了と同時に血中および脳内のプロポ
フォール濃度を測定した．これらの測定から以下の結果を得た．
１．１０分間投与群では，母体脳内および胎仔血中のプロポフォール濃度が，両者とも母体血中
濃度と平衡に達していなかった．しかし，３０分間投与群では両者とも平衡に達していた．
２．胎仔脳内のプロポフオール濃度は，１０分間投与群ですでに胎仔の血中濃度と平衡に達して
いた．
３．ウサギ新生仔の呼吸回数が１分間に４回以下の呼吸抑制を呈する脳内プロポフオール濃度は
０．４６Ug/ｇであった．一方，この時点における母体の血中プロポフオール濃度は，皮膚切
開に必要な血中濃度以下の２．５ug/ｍ]前後であった．
以上の結果から，プロポフオールが母体の血液脳関門を移行する速度と胎盤を移行する速度は，ほ
ぼ等しいと考察される．また，胎児では，血液から脳へのプロポフオールの移行速度が，母体に比べ
て有意に速いと考察される．さらに，プロポフォールで帝王切開が可能な麻酔深度を得ようとすると，
新生児に重篤な呼吸抑制の出現する可能性が示唆される．したがって，プロポフォールは，帝王切開
術に適した麻酔薬とは言い難いと結論された．
本研究は，プロポフォールを帝王切開術の麻酔に使用した場合の薬物動態と薬力学を解明し，産科
麻酔学の発展とくに新生児の安全性を高めることに寄与するものとして,学位に値すると評価された．
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